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薬用植物資源研究センター
（北海道・筑波・種子島）

概要

・薬用植物
その名の通り、薬として使用される植物。漢方薬、民間薬及び関連医薬品の原料、健康食

品等として古来、世界各国で種々の薬用植物が活用されている。

本センターでは、薬用植物資源を国民の健康増進
に役立てるため、以下を行っている。
1）薬用植物の収集、保存及び供給。
2）薬用植物に関する情報の整備及び提供。
3）薬用植物の保存・増殖・栽培・育種に必要な技術
並びに化学的・生物学的評価に関する研究開発。

薬用植物資源研究センター

国内唯一の薬用植物に関する総合研究センター

「甘草」の世界初の水耕栽培に成功し、土壌汚染、残留
農薬等の危険がないクリーンな甘草の国内栽培化を可能
にしたことにより、平成23年の第9回産学官連携功労者表
彰 厚生労働大臣賞を受賞した。
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平成２９年度業務実績と研究成果
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薬用植物資源研究センター



薬用植物資源の収集・維持管理に関する業績

●薬用植物の栽培・維持と種子交換・保存用種子の採取
約4,000系統の植物を栽培・維持し、種子交換・保存用として750点
（野生種子：463点、栽培植物種子：287点）の種子を採取・調製した

北海道研究部 167点 筑波研究部 451点 種子島研究部 132点
●種子交換による薬用植物種子の収集

Rheum palmatum L. 22点、Glycyrrhiza glabra L. 17点、Acanthopanax senticosus (Rupr. et Maxim.) 
Harms 16点、Astragalus mongholicus Bunge 11点を含む280点の種子および種苗を海外から導入した

ナショナルリファレンスセンターとしての機能強化を指向した薬用植物等の戦略的確保、資源化、生産技術開発及び品質・
安全性評価に関する基盤的研究を行う

成果

薬用植物資源の提供実績
薬用植物資源の遺伝的多様性維持と国内供給のための栽培支援ネットワーク基盤整備を行うともに、それらの情報を集積、
発信する

●平成29年度種子交換業務の実績

種子交換目録（Index Seminum 2017）を、396機関（62ヶ国）に送付

種子交換目録に基づく種子の請求数は1,398点、内1,372点（31ヶ国79機関）の種子を送付

●種子交換以外での薬用植物資源提供実績
大学、公的研究機関等に対して、種子266点、植物体2,679点、生薬63点、分析用サンプル

55,491点、化合物7点を供給した
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１）地域連携による薬用植物の国内栽培推進

に向けた基盤構築

２）地域連携による薬用植物・生薬生産

2017年8月には佐賀県玄海町と当センターとの間
で薬用植物栽培に関する連携協定を締結し、薬
用植物国内栽培振興に向けた積極的な地域連携
を継続的に推進している

薬用植物の国内栽培推進に向けた基盤構築

カノコソウ
名寄市風連地区の栽培

カノコソウの生産量
（名寄市）

名寄市におけるカノコソウ栽培は、
センター、行政および企業との連携
により国内生産のほぼ半分量を供
給することが可能となった

農薬の整備
加工施設
栽培の改良

軽労化・

収益の向上
と安定

生産者・栽培
面積の拡大

成果
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平成29年度：
製品出荷量 5,055kg



シソの品種育成

選抜系統の品種特性評価を実施し
平成29年8月4日に新品「per-001」と
してクラシエ製薬との共同で品種登
録出願（第32340号）を行った

薬用植物資源の新品種育成に関する研究
成果

★出願品種およ
び対照品種につ
いて41形質を調

査し，花の形質等
に区別性が認め
られたことから新
品種として出願を
行った
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「per-001」の特徴
★ペリルアルデヒド含量が0.3～0.4％でJP
規格0.08％を十分に満たす
★ロスマリン酸含量が2％以上と安定して高
い（筑波系統の1.5～2.2倍）

                                        特     性     表                                          

                                                                                                      1999.5 

 農林水産植物の種類名（しそ   ）      

 出願品種の名称（per-001                ）                                                                 

（よみ：                                    ） 

 出願者の氏名又は名称（国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所，クラシエ製薬株式会社）  育成者（豊岡 寛美，

林 茂樹，土田 貴志，菱田 敦之，柴田 敏郎，川原 信夫 ）    

 出 願 者 の 住 所         （大阪府茨木市彩都あさぎ七丁目6－8，東京都港区海岸3-20-20ヨコソーレインボータワー6F ）                          

 育 成 地 の 場 所         （国立研究開発法人 医薬基盤・健康・栄養研究所 薬用植物資源研究センター 北海道研究部圃場）                          

 特 性 調 査 場 所         （国立研究開発法人 医薬基盤・健康・栄養研究所 薬用植物資源研究センター 北海道研究部圃場）                          

 特性調査者の氏名         （豊岡寛美，林 茂樹，菱田敦之，土田貴志）                              

 特 性 調 査 年          （2015年）                    対照品種名（ 筑波系統（医薬健栄研の育成系統）） 

 

区

分 

 

  形     質 

    出願品種の特性値（標準品種との比較） 

 

 備    考 

 

（測定値等） 

      対照品種の特性値 

 

 01  02  03  04  05  06  07  08  09 （per-001） （筑波系統）      

 01 

 植 

 物 

 体 

草姿    立   中   開    05 05 

主茎長    低   中   高         125 cm 05 05 

 02 

 茎 

主茎上部のｱﾝﾄｼ 

ｱﾆﾝ着色の程度 

 無   淡   中   濃    07 07 

１次分枝数    少   中   多        30本/株 05 05 

２次分枝数    少   中   多      218本/株 06 05 

胚軸のｱﾝﾄｼｱﾆﾝ着

色の程度 

 無   淡   中   濃    05 05 

 03 

 葉 

子葉の大きさ    小   中   大    05 03 

子葉の表面の色  淡 

 緑 

 緑  濃 

 緑 

       02 03 

子葉の表面のｱﾝ 

ﾄｼｱﾆﾝ着色の程度 

 無  淡  中  濃       02 02 

子葉の裏面の色  緑  赤 

 紫 

        02 02 

子葉の表面の光沢    弱   中   強    05 05 

葉の形    同 

 幅 

  中   長   図１ 05 05 

葉の切れ込み程度    浅   中   深   図２ 05 07 

きょ歯の形 三 

角 

形小 

三 

角 

形大 

五 

角 

形小 

五 

角 

形大 

     図２ 02 03 

きょ歯先端の形    鈍   鋭   長 

 鋭 

  図２ 05 05 

小型きょ歯の出 

現度 

 無   少   中   多   図２ 01 03 

葉の大きさ    小   中   大    07 05 

葉の厚さ    薄   中   厚    03 05 

葉脈の太さ    細   中   太    05 05 

葉の波うち    弱   中   強    03 07 

                                           しそ １／２ 



小シュート塊

大シュート

小シュート塊

大シュート

小シュート塊

大シュート
(Ca2+強化)

開発内容 1. 大量増殖（1年間で40本以上、2年間で1,300本以上）が可能で水耕栽培も可能なシャクヤク優良株PLKD2を育成
2. 大量増殖方法を開発（低温照明下の培養、小シュート塊で増殖、大シュートで発根苗育成、Ca2+強化で頑健化）
3. シャクヤク培養苗の水耕栽培方法を開発（低温照明下での栽培、Ca2+強化で活着率の向上）
4. シャクヤク優良株PLKD2の遺伝子識別方法を開発（識別のための新規プライマーセット、及びPCR法を開発）

優良株
PLKD2

小シュート塊

培養苗 培養苗
(Ca2+強化)

生薬の安定生産
水耕栽培方法を開発
(圃場栽培へも適応可能)

優良株PLKD2保護の
ための新規プライマ
ー、及び、PCR法を

開発

シャクヤクの組織培養によるバイオ
ナーサリー基盤構築を達成！
（他のシャクヤクにも適応可能）

特願2017-240944

北宰相（PLK：TS0005-06）

無菌播種

無菌実生

1cm

培養シュート

1cm

シャクヤク優良株PLKD2の育成及びシャクヤクの増殖方法 成果



葉

根（非肥大時）

ポット植出し約8週間後

葉 根（肥大部）
根（細根）

試験管培養物

アカヤジオウ

カイケイジオウアカヤ
ジオウ

カイケイ
ジオウ

遺伝子マーカー探索のためのジオウ属植物ESTライブラリーの精査

生育ステージの異なるアカヤジオウ、カイケイジオウを材料とするトランスクリプトーム解析

根の肥大化等に関わる遺伝子群
（マーカー候補）の評価を実施

培養物、ポット植出し株の葉、根（肥大
部、非肥大部）各部位をサンプリング

発現量比スクリーニング

根肥大時の葉において
発現量が高い遺伝子群の探索

カイケイジオウ

アカヤジオウ

根肥大時に葉と根で
発現量が亢進する遺伝子を抽出

In vitro培養物と植え出し株の葉における発現量変動をRT-PCRで解析

(a) (b)
in vitro
培養物 140d 169d

KIN2-like

Actin
(control)

植え出し株

根肥大化マーカーとして有望な遺伝子の取得に成功！

KIN2-like
遺伝子
植え出し後
169日目の
葉で強発現

重要度の高い薬用植物のESTライブラリー及びトランスクリプトーム情報解析
ジオウ属植物優良株の選抜及び識別に有効な遺伝子マーカーの探索

成果



薬用植物エキスライブラリーの基盤構築の継続

１．積極的な植物採取

2017年度はこれまでに採取していない地域を重点的に採取

7道県 合計580点（内シダ植物78点）を採取

根類由来エキスについて、250サンプルを測定
この結果、多くが日局注射用水以下のレベル

２．高品質化への検討

ライブラリーDMSOエキス中に含有されるエンドトキシン活性の測定

３．高付加価値情報の追加

ライブラリーエキスの高分解能LC/MS測定
現在までに7,140サンプル
（全サンプル中61%）の
測定が終了

エンドトキシン測定結果一覧

レベル
DMSO溶解エキスの

EXT活性レベル
(EU/mL)

サンプル数

1 0.25EU/mL未満 188

2 0.25～0.5EU/mL未満 11

3 0.5～2.5EU/mL未満 25

4 2.5～5EU/mL未満 11

5 5EU/mL以上 15

ブランクサンプル(植物サンプル不使用)

活性レベル➢1

薬用植物スクリーニングプロジェクトに関する成果

４．食薬区分、食歴情報の追加

区分 品目数

専医のみ該当 1408

非医のみ該当 2188

専医・非医共に該当 29

専医・非医共に非該当 9595

植物エキスライブラリーにおける該当数
調査品目数：13220点

区分 品目数

専医該当品 442

非医該当品 1842

どちらにも該当なし 2765

ライブラリーエキスの食薬区分、食歴情報を調査

食歴有サンプル5049点の食薬区分状況

NO産生抑制試験
現在までに6,734サンプル
（全サンプル中58%）の測定が終了


Sheet1

		レベル		DMSO溶解エキスのEXT活性レベル(EU/mL) ヨウカイ カッセイ		サンプル数 スウ

		1		0.25EU/mL未満 ミマン		188

		2		0.25～0.5EU/mL未満 ミマン		11

		3		0.5～2.5EU/mL未満 ミマン		25

		4		2.5～5EU/mL未満 ミマン		11

		5		5EU/mL以上 イジョウ		15



		ブランクサンプル(植物サンプル不使用) ショクブツ フシヨウ

		活性レベル➢1 カッセイ









共同研究の進捗状況

大学：順天堂大（医）、広島大（医歯薬保健）、岐阜大（工）、東京薬科大（生命）、鹿児島大（医
歯）、鹿児島大（理工）、神戸大（医）、京都工芸繊維大、三重大（医）、九州大（薬）、長崎国際大

国研：国立感染研

企業：４社 コロナ

HCV ｘ2

HBV

HEV

インフル
エンザ

がん ｘ3

炎症

疼痛
脂質過酸化

老化

ATL

シガテラ

アポトーシス

鎮痒
美白

脳神経
保護

骨細胞

薬剤副作用

多剤耐性菌

現在行っているスクリーニング系最近の共同研究の一例

薬用植物ライブラリーを用いたカルバペネム耐性腸内細菌、多剤耐性アシネトバクター・緑膿菌および薬剤
耐性結核菌に対する新規抗菌薬の探索（順天堂大学との共同研究）(AMED創薬基盤推進研究事業）

多剤耐性結核菌
多剤耐性緑膿菌
クレブシエラ
アシネトバクター
Carbapenemese inhibitor

複数の国内採取植物に強い活性

感染動物実験でも効果を確認

活性化合物の構造を確認（50μg/mL)

AMED BINDSによる東大化合物ライブラ
リーから類縁体検索（613化合物中31化合
物にMIC1 00μM以下）

エキスライブラリーを用いた
様々な抗菌スクリーニング ナノ粒子化による動物実験開始

1化合物にMIC 1.56 μMを確認

さらなる合成展開実施中

エキスライブラリーの提供先

薬用植物スクリーニングプロジェクトに関する成果



平成２９年度の主な行事

4月19日：筑波研究部一般公開（参加者236名）

4月22日：種子島研究部一般公開（参加者94名）

5月22-26日：麻薬植物に関する講習会（筑波研究部、参加者147名）

（アンケート結果：満足+とても満足＝93％）

7月1日：北海道研究部一般公開（参加者75名）

7月11日：薬用植物フォーラム2017
（つくば国際会議場、参加者291名）

（アンケート結果：満足+非常に満足＝87％）

7月28日：つくばちびっ子博士

（参加者69名：子供向けイベント）

薬用植物フォーラム2017



The 8th ISO/TC249 Plenary 
meeting in Hong Kong, 
China, June 2017
（川原、河野）

15th FHH Standing 
Committee Meeting 東京, 
Oct. 2017
（川原、河野、安食）

国際活動



今後の課題と展開
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生薬の国産化の推進にあたっ
て解決すべき課題
1）薬用植物生産振興に必須な基原
の確かな種苗の供給体制が整備さ
れていない

2）薬用植物栽培と生薬の加工調製
の経験や技術を習得している方の
高齢化

3）各地域の気候、土壌に適した栽
培方法や薬用植物品種が確立され
ていない

4）効率化を図る技術基盤が乏しい
（機械化、農薬の適正使用など）

解決策例

1）生産用種苗基地（工場）構築、
優良種苗を保有している各種機
関のマッピング

2）栽培・加工調製技術の情報共
有及び技術移転、後継者育成の
促進

3）バイオテクノロジー等の新技
術を活用した新品種育成促進と
栽培データの共有

4）薬用植物に適した農業機械の
開発と登録農薬の拡大

薬用植物関連研究の課題
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薬用植物資源研究センターは、薬用植物の国内栽培化
推進に向けた産官学連携の中心的機関として機能

薬用植物総合情報DBの情報更新と各種デー
タを活用した多様性評価研究
・薬用植物総合DBの各種情報更新、機能拡張
・薬用植物総合DBに集積された各種データを活
用した活性評価、品質評価研究、評価法開発

国際的視野に立脚した薬用植物資源、関連
情報の集積・調査研究

薬用植物新品種育成に関わる基盤技術開発
・新規種苗増殖法の開発及び関連情報の公開
・有用薬用植物の新品種育成及び地域連携によ
る薬用植物栽培振興、栽培指導者の育成支援等

実用化栽培のための栽培適地マップの作成

種苗供給体制の確立に資するための全国種苗

マップの構築

基盤技術開発

海外における資源ナショナリズムの高まり、チャイナリスク、ISO/TC249対応等

情報集積・発信

生薬関連企業厚労省、農水省、大学等他研究機関 脅威

薬用植物の国内栽培推進を指向した基盤技術及び創薬資源の開発に関する研究

創薬シーズ探索薬用植物エキスライブラリーを活用した創薬シーズ探索研究
薬用植物のトランスクリプトームデータの整備と活用に関する研究
・エキスライブラリーの拡充、各種活性評価、活性化合物の分離、構造解析及び
トランスクリプトーム情報の整備、有用成分の生合成酵素遺伝子の解析等

創薬シーズ探索
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